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5 万分の l 地質図幅
説明書 大沼公園 (札幌ー第 80 号〉
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はしがき

この凶ilJ高説明書は，昭和138 午と 39 年の丙午にわたって行なった野外調査の結果を

取まとめたものであるのなお，取まとめに当っては，七飯町の依頼によって昭和 36 年

と 37 年に行なった地質調査の結果を参考にした。

野外調査は，函館平野から西側の地域を三谷と松下，北部地域を国府谷，東側の地

域および先第三紀層の石灰石岩相地域を鈴木，函館平野を松下が，それぞれ分担した。

なお，火山岩類の岩石的研究は，鈴木が行なったり

なお，野外調査に当っては，小山内情{:{i炭科長，石山昭三研究職員の協力をうけたの

また，第四紀の地層については北海道大学理学部湊正雄教授，大野鉱山の鉱床につい

ては，長谷川潔研究職員， ドロマイト鉱床については杉本良也鉱床第 1 科長，水埋地

質については佐藤厳分析科長，小原常弘研究職員の授助をいただいたり明記して謝患

を表するの

I 位置および交通

この図幅のしめる位置は，北緯 41 °50'__42°00'，東経140°30'--140°45' の範囲である。

行政上は，上磯町，七飯町，森町および亀田町にそれぞれ属している。

交通は，便利であるの図幅のほぼ中央部を南北に国鉄函館本線が定っていて，これ

らの沿線に，七飯町をはじめ，大小の市街地が発達しているのまた，国鉄函館本線に

沿って国道 5 号線，大野川にそって国道 227 号線が，それぞれ走・っているほか，函館

平野を縦横断する多くの道路網がつくられているのまた，主要河川にそっては，函館

-1-



');5;林吉の休召が閉さくされている C

II 地形

凶III両地域の地形は， y中間、ド里子あるいは{民地地fif ， 丘陵地地帯， flU也地市の三つに大

別される今

第 1 図 地形復元図 (1 km で谷をうめである)

a) 沖積平野あるいは低地j也;市は，図|隔の市半中央部に， I¥-Jに rl を聞いて発注する

函館平野，北東部の大沼公園内の湖沼周辺に発注した湖畔低地，および河川流域にそ

った低地などである。

b) 丘陵地地情は，これらの平野および低地の背後に発達しており， ほぽ県高 200

--250m 等高線以下の地;fi?である。この丘陵地帯は，おもに，第四紀のやや軟弱な堆

積層で構成されている。とくに，函館平野の市西翼側および，東翼側では， r甘期洪積世

- 2 ー
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の文月層と市の渡蝶層，および扇状

地堆積物などが広く分布し，丘陵性

地形の発達が顕著である。

c) 山地地帯は，先第三紀層，新

第三紀層および火成岩類などが発達

する地域である。

第 1 図の地形復元凶でみられるよ

うに，乙の凶幅内では，北西地域と

東央地域に，最高標高地帯があり，

これらの地域では，この地帯を中心

にして，やや開析されたほぼ同心円

状の地形形態がつくられている。そ

して，乙の地形地帯には，板状・節

埋の発達した熔岩流や火山砕層岩類、

が発j主している。

このほかの山地は，かなり開析が

進み， ~11話線がはげしく出入りする，

やや古い地形形態をもった地帯であ

る。おもに，先第三紀層と新第三紀

堆積岩)脅から構成されており，構成

岩の硬さを反映して，いくつかの間

等高線地'市が残されているの

なお，地形復元図では，その地形

が消されてしまっているが，大沼公

園地t~の沖積低地帯には，数多くの

岡が点在している。これは，駒ケ岳

- 3

火 III噴出物の火山砕屑流で構成され

た流れ山であって，乙の同の問をう

めて沖積低地がつくられているのま

た，市西部地域に発達する先第三紀



層中の石灰石賦存地帯では，石灰石地帯特有のカルスト地形が発達しており，多くの

ドリーネが形成されているの

地質概説III

この凶幅内に分布している地層は，第 1 去にしめしたようである。

この凶幅内の地質状態は，大観すると，阿南部地域には，先第三紀および新第三紀

の:1- 11 1'宣告煩が広く発達し，西北部から東部にかけた地域をしめて，新第三紀から第四

活動

三股沢プロピライト

(石英安山岩質)

第質粗脈

三岩粒

紀玄

花武

崩岩

岩岩

木地挽山熔岩

(両輝石安山手 D

横津岳下部熔岩

(両輝石安山岩)

両

輝

石

安

山

岩

岩

脈

流

紋

岩

岩

脈

成火

地質用序表

時代 l 地層名 i 宕 村1

Nl I 沖積堆積物 I ローム・火山灰
1 l- t~ I 1'1' !lJoJ" 'j"1::. I~... 1/J 砂醗・粘一上・自己炭

第|禎岸錐堆積物砂牒

世 扇状地堆積物砂礁・砂

第 2 段丘堆積物 砂礁・砂・粘土

四洪

第 1 段正取積物|砂概・砂・粘土

!積 駒ヶ岳火山噴山物 火山灰・軒石・火山昨情流

紀 市の渡層|礁層砂層泥層
世

文 月 層 l 隅・砂層・泥層・亜炭

鮮新世!富 川 目砂岩・礁岩

新 鮮震~中聖 I 峠 F火山昨同計担 l!iV 疑Il 灰・質熔集岩 塊£・集塊質嬬

rX:

第 中 角礁凝灰岩・火山性礁岩
辺

地

浮石質凝灰岩・凝灰岩

層 暗緑色砂岩

紀 戸 山 層 硬質岩頁 4H 泥不げ砂 岩
世 凝灰

戸切地川層 礁岩・砂岩・泥岩・凝灰岩

先第三紀 I 先 第 三 紀 戸 粘輝緑板凝岩灰・珪岩岩・・硬石質灰砂石 岩・

-4-
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紀の火山性岩類が広がっている。なお，市央地域には，函館平野のわII積低地が，市に

聞いた盆地状形態をつくって発達し，厚い沖積壮堆積物を開積させている。さらに，

この平野周辺地域には，第四紀洪積世の堆積物が発達しているo

また，北東部地域には，大沼，小沼，尊菜沼などの湖沼群を残した，駒ヶ岳南山鐘

低地帯が，北に υ を開いて広く発達しており，この低地帯内および周辺地域に，駒ヶ

岳火山噴出物が分布しているの

先第三紀層は，湊正雄ほかが，嶺朗鉱山付近から発見した Mesoρhyllum によって，

上部ジュラ系に属するのではないかとされた石灰石岩本目を介在した地層群であって，

おもに，西南地域のほぼ中央を，北西ー南東の方向に断続して分布している。

新第三紀層は，構成岩相によって，下位から，戸切地川層，戸田川層，茂辺地川層，

峠下砕屑、岩類，宮川層の 5 県層に区分される。

戸切地川層はこの地域の新第三紀最下位の地層で，先第三紀層を不整合におおって

発達している。おもに，瀕海成の粗粒岩相から構成されている。

戸田川層は，おもに，硬質頁岩と泥岩とから構成された海成堆積層で，戸切地川層

を整合におおって，厚く発達している。

茂辺地川層は，泥岩，砂岩，凝灰質砂岩，凝灰岩などを構成岩椙とする海成層であ

り，戸出川層から，漸移している。この地層は，地域的に，構成右相がし、ちじるしく

異なっているので，泥質岩相部屑と，砂質岩相部層に区分されているのまた，特徴の

ある鍵部層を 3 枚はさんでいる。

これら 3 つの累層は，いずれも，中新世のものであるの

峠ド火III砕肩、岩類は，図幅の北西方から東方にかけて， )よい範囲にわたって発達し

ているのおもに，凝灰質集塊岩と熔岩とから構成されている。乙の火III砕屑、岩類は，従

来から上部中新世時期の火山性岩類とされてきたものの一部に相当している。しか

し西南部地域に発達する，ほぼ同時期と考えられている堆積宕地層との層位関係，

*および隣接図幅地域で観察される累重関係などから，全体を，中新itJ.:のものとするこ

とには，やや疑問がある o したがって，この 1><1幅では， rp新世~鮮新世としておく。

富川層は，この図幅地域での鮮新世の浅海成堆積層であって，おもに，喋岩と砂岩

とから構成されているの

*鈴木守ほか(未刊) :5 万分の 1 地質問幅説明書「東海J，北海道開発庁

-5-



第四紀の地層では，洪積世の文月層，市の渡礁周，駒ヶ岳火山噴出物，段丘堆積物

沖積世の扇状地堆積物，崖錐堆積物，河床氾濫原堆積物などが分布しているo

これらのうち文月層と市の渡礁層は，との図幅で，新たに命名した地層である。両

地層ともに，分布および侵蝕，解析の状態から，古期洪積世と判断される陸成堆積層

である。

火成岩類としては，二股沢プロピライト，第三紀花崩岩質岩，粗粒玄武岩，普通輝

石・しそ輝石安山岩，流紋岩などの新第三紀火成岩類，および，鴨川安山岩，木地問

山熔岩，横津岳下部熔岩などの第四紀火山岩類が，発達している。

この地域の地質構造は，大きくみると，大野川を境して，その北部と南部でいちじ

るしく相異している。南部では，ほぽ，北西一南東方向をもって発達する先第三紀層

を中核とした，北に沈む 2 列のドーム状背斜構造がみられる。そして，この背斜構造

にほぼ並列するようにして，その東方側に，函館平野をつくる第四紀盆状構造が形成

されている。

一方，北部では，南部地域の複雑な地質構造とは無関係に， ，uド下火山砕屑岩類が，

西北西一東南東の方向をもって，広い範囲を占めて発達している。

この地質構造を異にする両地域は，大野川に沿う構造性断層によって境されている

ものであって，との南東方向の延長は，函館平野盆状地の東縁付近に潜在しているも

のと思われるのなお，この方向，およびこれとやや斜交する方向をもった断層は，南

西部地域に数多くみとめられるのまた，これとは別に，この断層によって切られる，

北東一南西方向の断層鮮の発達がみとめられるが，この断層群に沿った破砕惜の一部

には，ときどき，鉱化作用がみとめられている凸

IV 先第三紀層

先第三紀層は， L斗幅の白西部地域のほぼ中央を，北西一南東の方向をもって断続し

て分布しているほか，南西端にそっても，はほ守南北に，細長くみとめられる o その好

露出は水無川 k流，宗山川中・上流，戸切地川中・上流，および大野川，石川沢 LH 日

付近の南側支沢などの流域で観察される。

岩相の上から，主部岩相とイ i灰石岩相とに区分される o

主部岩相は ， ，r.r:~ 色粘板岩，硬質砂岩 ， J!k 白色および淡緑色の世質岩，輝禄凝灰岩な

どから構成されているの
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この地層は，断層によって分布が複雑になっているので，全域を通じての地層層序

をたてることは困難である。

全般的に，黒色粘板岩と硬質砂岩が，主構成岩相であって，ときどき，厚い桂質岩を

はさんでいる。輝緑凝灰岩は，戸切地川上流の本支流流域および水無川上流流域に，

わずかに発達する。

石灰石岩相は，戸切地川中流の釜仙境付近から南の水無川上流地域にかけて，一つ

のまとまった大きな岩体として発達しているのそのほか，台水の沢，戸切地川支流ガ

ロの沢などの流域でも，主部岩相中に， レンズ状の小岩体としてはさまっている。

この地層は，西南北海道で，古くから，古生層とよばれてきた地層の一部である。

1960 年に，湊， III本によって，嶺朗鉱山付近で石灰石中から ， 1lIesoρhyllum らしき

化石が発見され，上部ジュラ系でないかと考えられている。なお，乙の図幅の調査で

は，化石は発見できなかったの

V 新第三紀層

この|オ幅地域の新第三紀層は，構成相岩および累積関係の上から， 4 つの堆積岩累

層と 1 つの火山砕屑、岩煩とに区分されるの

V.I 戸切地川層(新称)

1965 三谷勝利ほか: 戸田川層基底岩相

模式地: 戸切地川中流釜仙境付泣の営林署林道の崖。

この地域に発達する新第三紀層の最下位の果層であって，先第三紀!脅を不整合にお

おっている。その関係は，模式地のほか，戸田川上流，嶺朗鉱山付近，戸切地川上流

の北側支流などで観察されるの

おもに，喋岩および粗粒ないし rll 粒の砂岩から構成されており，細粒砂岩，砂質泥

岩，凝灰岩などもわずかに介在している。粗粒から中粒の砂岩は，一般に，凝灰質の

分級の悪い岩買のもので，塊状岩侶をしめすことが多し、。この岩相には，多くの場合，

時緑色の緑泥石化鉱物片をふくんでいる。ときには，この鉱物片を多量にふくんだ暗

椋色凝灰質砂有ないじ疑灰岩岩相をしめすことがある。

この地層の基底部には，先第三紀層を構成する各岩相と同質の角燥ないし亜角礁か

ら構成された，中陳右が発達している。この岩相は，多くの場合，直 It; ド位に接して

いる古期岩相の角喋を主要構成礁とし，また，基質も，同質の徴制疎および砂粒で充
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第 3 図 戸切地川層の磯岩と含まれる Ostrea 化石(戸切地川釜付近)

:tiDされているのこのために，先第三紀)爵に発達した破砕岩相と見誤まるような外観を

もっている。

この地層は，全層を通じて，中1珠岩，細喋岩，合喋砂岩，相粒から中粒の砂岩など

の不規則な互層累層であるのそして，中. J:'.部に，細粒砂岩，砂質泥岩を介在してい

る。なお，戸切地川本流および支流流域に発達する乙の地層のlil ・下部には，陪緑色

の凝灰質組粒----Ill粒砂岩を，多く介;在しており，ところによっては，緑色凝灰宕がは

さまれているような外観をしめしているの

この地層は，地域によって，地層の累積状態に，かなりの変化がみとめられるゥ大

きくみると，市部地域は， 1喋岩，合棟砂岩の卓越した岩相が完達し，また，偽層層理

がみとめられる。

戸切地川層の最上部岩相は，灰白色の凝灰岩層であって，乙の地域内の大部分に，

分布がみとめられるの

この岩相は，下部は，粗粒凝灰岩であるが，角傑凝灰岩をともなうととがあるo 上

位になるにしたがって，構成粒度が細かくなり，上部の泥質岩相にまで粒度が変化す

る特徴のある凝灰宥層であるのまた，この岩相は，地域によって発達状態がちがっ

ているの南部の戸田川流域では，数 m 程度の厚さであるが，戸切地川上流流域では，

10m 数に厚さを増し，さらに，模式地の崖では， 30----40m ないしそれ以上の厚さに

発達している。
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この戸切地川)曜は， I有に隣接する函館|司幅では，その分布が，その北西問地域にわ

ずかみられる程度であったので，戸田川層の基底部岩桐として取扱ったのしかし，大

沼公園凶幅内では，分布上および発達状態からみて，独立した 1 累層とみるのが適当

であると考えられ，また，最上部に，鍵層ともみられるような凝灰岩層が発達してい

ることから，この凝灰宥層の上|誌を境にして，戸田川)脅から分離させたり

地質時代については，古生物その他の明確な資料はえられなかった。ただ，西南北

海道地域の標準層ぷこ対比すると，八雲階相当地層の下位に整合して発達する瀕海成

堆積層であることから， r4J lrtil'i階の一部または全部に相当するように思われる。

なお，函館図111Mで，この地域の新第三紀の最下位層として取扱った，渇ーの沢凝灰岩

層は， p切地川層相当層との!首位関係からみて，むしろ，福山|惜の a部に相当する地

層と考えるのが，適当かとも思われるの

化石: 戸切地川層からは，模式J也の含傑粗粒砂岩IIIから ， OstreaSp. を産出したり

このほか，議朗鉱~[ I採掘場の石灰石岩桐の上位に巣積する合礁粗粒砂岩中に，ときに，

介殻破片がみとめられた凸

層厚: 市の戸山川流域で， 20---30ill の厚さをしめしているが， 北にむかつて発

達がよくなり，戸切地川流域では， 200---250ill の厚層となっている。

V.2 戸田川層

1965 三谷勝利ほか: 戸田川層

この I寸幅の南西地域で，先第三紀層を rt，核とした大きなドーム状背斜構造の東西両

翼，北丙および南東の沈下翼部などを占めて，広く発達しているの

下院の戸切地川層とは，厚い凝灰岩相の上限で境しており，整合であるの

ζ の地層は，硬質頁岩および泥岩から構成されており，わずかに，凝灰質細粒~中

粒砂岩および凝灰岩をはさんでいる。全層を通じて，硬質頁岩と泥岩との板状互層が

大部分で，あまり，特徴のある岩相は，介在されていない。

概括的にみると，下部は，やや板状の層理をもった泥岩の多い，硬質良.岩との互層

累積層であって，その聞に，厚さ数 m 以下の灰白色泥質凝灰岩を 4---5 枚はさんで‘い

る。なお，大野川流域の台場山のダ、ム付近に分布する相当地層中には，厚さ 1m 以下

の淡褐色の凝灰質巾粒~細粒砂岩や淡灰色ないし淡緑色の中粒凝灰岩を介在してい

るのときには，泥岩と砂岩との薄互層岩相をはさんでいるの

中部は，ほぼ全域を通じて，硬質頁岩にとむ泥岩との互層から構成されており，と
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くに，やや厚い板状層理が特徴的に発達している。また，ときには，暗黒色の破璃質

堅硬泥岩をはさんでいる。

そして， 上部には，ふたたび，泥岩にとむ硬質頁岩との互層岩相が果重しており，

さらに，やや硬く，薄い板状層理をもった泥岩相に続いている。

なお，戸切地川上流から大野川南{Jllj支流にかけての地域では，この上部の地層中に，

厚さ 60m 前後の凝灰岩層が発達している。 この凝灰岩層は，下部が，浮石質凝灰岩

や角磯凝灰岩などの粗粒質凝灰岩相からなり，上部にむかつて，泥質凝灰岩相までの

*粒度の変化をもった特徴的な岩相であるの

戸田川層は，全層にわたって，泥!反質問球をふくんでいる。

なお，上川汲川下流から文月川中流にかけた地域には，おもに，淡緑灰色の塊状粗

粒凝灰岩からなっていて，やや硬い泥岩や硬質頁岩を介在した特異な岩相が発達して

いるのさらに，文月川中流では，凝灰質角喋岩ないし凝灰質集塊宕薄層を介在してい

る。

この地層は，図l隔地域内で一般的に戸田川層とされている果層と，構成岩本目がかな

り異なっているの周りの地層とは断層で接しており，この地域に限って発達している

累積層であるの

この凶幅では，この累層中に，硬質u岩や泥岩をわずかに介在している口この事実

から，戸田川層相当地層として取扱ってはいるが，かならずしも，適当とは考えてい

ないのなお，乙の累層の凝灰宥は，全般的に，かなりの鉱化変質作用をうけているよ

うであるの

化石: ζ の地層からは，全層を通じて ， Makiyamachitanii(MAKIYAMA) を産

IIJ するほか，ときには有子 L虫化行の密集帯がみとめられるの

層厚: 乙の図幅内では，全県層が連続して発達しているところがないので，全層

厚の測定はできなし、。しかし，広く発達する戸切地川上流や大野川南側支流などでは，

少なくとも， 500m 以との厚さがみとめられるの

V.3 茂辺地川層

1965 三谷勝利ほか: 茂辺地川層

図IIJ肩の南西地域で， ドーム状背斜構造の東丙両翼で，戸田川屑の上位に発達してい

*この凝灰岩層は，外観では，茂辺地川層・梨の木沢凝灰岩部間とよくにている。
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岬

/.;J('

r'>(立の r 1[H川府とは，やや特徴のある砂宥憎の下!氏で境しており，整合である n

この地層は， d己FJ ，イル rtf if 己右，牲 lれから細肘までの /i ff 目， I~f j( f~· および i疑以賀集塊

岩なと、から構成された厚い黒層であるの

全!再を通じて，特徴的な地悼をいくつか介在しているが，ほぼ全域に追跡できる地

層としては，段下位の制小股砂岩部!閣と，これのやや上位!昔準の梨の本 J尺凝灰有部屑

とがある。また，東費 {nl] だけで追跡できる岩杭!としては，火山昨屑岩部層があるの

さらに，この凶幅内では， ドーム状背科構造の両翼で発達する茂辺地川屑が，構成

右相をいちじるしく異にしている。すなわち，西翼では，おもに， 1:尼丘一忠一で構成され

た果、屑が発達し，東翼では，砂質有相にとんでいるのそれで，ここでは，前告を泥質

料開(層，後者を砂質問部層をよんで区別していふ

V.3.1 細小股沢砂岩部層

1965 三削除利ほぷ: 細小股山川 I部屑

茂辺地川!再の基!氏古 I; 右相として，同翼側の f"i tlJ 地川の Hi 鱒沢支流 f: 流から J-i fH川に

かけて，断続しながらも追跡される。このほか，東翼側の;j'(無 J尺や沌の沢にも，発達

している。

この地層は， If古緑色の特徴のある鉱物片や泥片を多量にふくんだ，組粒から If' 粒の

砂岩で構成されている。

地域的に，岩相および層厚が，かなりちがっているの東翼側の滝の沢では，海緑 fi

砂岩によくにた外観をもった陥緑色の凝灰質粗粒砂岩が， 80m 前後の厚さをもって琵

達している o しかし，西翼{Jt IJ の雨鱒沢支流や台水の沢では，この|清緑色の鉱物片や泥

片を散点的に合んだ、淡緑色の粗粒砂岩相にかわっており，ときには，砂質泥宕を介在

している。厚さも， 20m 前後ないしそれ以下に薄くなっている。また，戸山川では，

板状層理をしめす合時質の粗粒から rjl 粒の砂岩で，下部に，この陥緑色の鉱物片や泥

J1ーを散合する緑色砂岩層を介在する地層になっており，厚さも， 1O，......， 20m となってい

る。

V.3.2 梨の木沢凝灰岩部層

*この行相[;><:分は，函館図幅でおこなったものと同じである。 i永|館凶幅内では，両岩

相が大部分の地域で指交状五層関係で重なっていたが，この|ぎ!幅内では，地域的な

構成t;- 4'H のちがし、になっているの
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1951 金谷太郎ほか: 梨の木沢凝灰岩層

細小股沢砂岩部層から 80m くらい上位の層準に発達している厚い凝灰岩鍵層であ

って，前者とほぼ同じ地域でみとめられる口

この地層は，おもに，淡灰色の合浮石組粒凝灰岩と灰白色の却 1粒から泥質の凝灰岩

とから構成されており，ところによって，角陳凝灰岩をともなっている。凝灰岩は，

石英安山岩質であって，粗粒岩相のものには，大きなイ i英粒を特徴的にふくんでいる。

この地層は，全域を通じて，下部が，塊状の合浮石組粒凝 IKb"' 上部は，板状層埋

をしめす綱粒から泥質の凝灰岩であるのなお，点翼側の沌の沢では， ド部層中に，角

11紫凝灰宥を介在している。層厚は，西翼の雨鱒沢支流や台水のれで、は， 60--80m であ

るが，東翼の滝の沢では， 150m 前後のに増大している。

V.3.3 火山砕屑岩部層(新称)

この部層は，東翼側の大野川市岸から水任沢にかけて，追跡できるものであるが，

地域によって，構成岩相がかなり異ーなっている。

大野川南岸や上河 J及川下流で、は，凝灰質角瞭宥の発達が目立ち，浮行質凝灰岩や角 Ii来

凝灰岩をまじえている凸この l有の文月川中流域では，やや砂質を帯びた角喋凝灰岩と，

火 III 性傑岩から構成された累層となっている。さらに， I有方の水無れで、は，おもに，

火山性円瞭岩から構成されており，ときに，砂粒や古期岩組の f療をまじえているの凝

灰質角陳岩の礁は，普通輝行・しそ輝 1- i安山岩である。層厚は，自の水無沢では，数

m 程度であるが，北方の大野川南岸では， 70--80m 前後の厚さに達しているつ

V.3.4 茂辺地川主部層

この図幅内の茂辺地川層は，まえにのべたように，ドーム状背斜構造の西翼側では，

泥質岩の卓越したよ日層で，東翼側には，砂質岩相から構成された累層で発達している o

西翼側の泥質岩十目部層は，おもに，暗灰色で，やや板状の層理をしめす泥岩，砂質

泥岩および細粒砂岩から構成された累積地層であって，ときには，灰緑色の粗粒から

中粒の凝灰質砂岩を介在している。 ζ の砂岩は，一般には， 4--5m 以下の厚さであ

る。また，厚さ， 2--8m の中粒から泥質の凝灰岩層をかなり介在している。

東翼側の砂質岩相部層は，おもに，凝灰質の粗粒から中粒の砂岩で構成された累層

であって，ときに，含機質の粗粒砂岩，角操凝灰岩，凝灰岩などを介在している。砂

岩は，一般的に，偽層状葉理が発達しており，浮石細瞭や火山性岩片などをふくんで

いるの
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茂辺地川)再主部層は，このように，東丙両翼で，地層構成岩相に，大きなちがし、を

しめしているが，まえにのべた，鍵層が，両地j戒を通じて迫跡できることから，全体

として対比することができるのなお，東翼側では，全)吾を通じて，凝灰質ないし火山

性堆積岩相の発達がし、ちじるしいようであるの

化石: 西翼側の泥質岩け Iには ， Makiyamachitanii(MAKJYAMA) をかなりふく

んでいるの

同厚: 束翼側の滝の沢で， 500m 前後，四翼側の松小岸 lv\ からガロのれまでの問

で， 250,.--...300 m 以上の厚さをしめしている。なお，1:走者の地域では，日長は断層でき

られているので，茂辺地川層の一部の地層の厚さをしめしているにすぎない。

V.4 峠下火山砕屑岩類(新称)

l持幅北部の大野川の北側地域から函館平野の北んーおよび東方周辺部の地域、におよ

ぶ，広大な範囲を占めて発達している。

下位の地層との累重関係は，二股沢および台場山の夕、、ムの下流の大野川市伴で‘みら

れるのこれらの地点では，後述する二股沢プロピライトと接しており，一見，不整合

的のように重なっている。すなわち，峠下火山砕屑岩類の基底部分は，プロピライト

の亜角喋や安山岩の円燥などで構成された喋岩と，ブロピライトの亜角瞭をふくんだ

凝灰質細粒砂岩との互層岩相からなっており，二股れプロピライトとの間に，削剥時

期の存在を示唆しているの

なお，茂辺地川層との関係は，乙の|斗幅内では両地層の分布が大野川流域の ?Ijl 積低

地をはさんで相待時しているために，直接っかむことはできなし、

この峠下火山砕屑、岩類は，凝灰質集塊岩，集塊質熔岩，熔有および角傑凝灰岩から

構成されており，ときに，火山性操岩，凝灰質砂岩，砂質泥岩などを介在している。

凝灰質集塊岩は，暗青灰色ないし黒色の指頑大から人頑大程度の安山岩角礁を， ~吉

黄褐色の粗し、凝灰岩ないし角喋凝灰岩で充 11ft したものであって，一般に，軟らかい岩

相をしめしているの角礁をふくむ割合が少なく，ときに，やや円磨された礁をともな

っているのまた，基質の中に凝)1<質砂岩や砂粒をともなっていることもある。

熔岩は，厚さ数 m のものから 50m 以上:に達するものまで，大小さまざまの規模で，

凝灰質集塊岩中に，数多くはさみこまれている。なお，熔岩の周辺部分では，集塊質

熔岩に移りかわっている乙とが多い。

熔岩は，新鮮なものは，黒味をおびた，ち街，硬質な岩相をしめしているの一般に，
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板状あるいは柱状の節理が発達している。岩質は， iZ:j副市石・しそ陣石安III行である白

顕微鏡下の観察では，

Ijf 品: 判長石〉しそ怖 /1 ·~3-)品開口

干1J..!;: ハイアロピリティック組織をしめす⑦すなわち，禍己をおびたカラス Itl に，

細粒の針状あるいはれ状の科長 bーが不同則に分イIi し， このIi~に， ]:f，i 村:状あるいは粒

状の il~: ;1主 *111 {i としそかj{ {iが散点している。

;j;Hと石は，大小さまざまのた片uたから1JZ :lたの市titiii としてふくまれている。

この火山昨府宇}~tilllの i疑 If('tf集塊 i~_}は，まえにのべたように， --fir空的には，軟らか

し、ロイ日をしめしている。しかし，地域的には，黒色のかなり l担問な行(、日をしめすもの

が，多くみられるのとくに， )，J!f川流域のイ i Jl lv( ト「近からI-.流血IJで、は，このような宕

相の発注が II 立っており，向慨も，ち宿で~~~iiiJiな安 Iwt-;- で， 1ill tJ、 Lの大きさのもの

をふくんでし、るのまた，この地域では， ~~'i緑色の i疑)火れや集 J鬼民俗計をはさんでいる

ほか，凝灰白砂 Z;- ，砂丘 ilげ;，火山 i主陳口などをわずかにはさんでいるの

情 T--} は， /十三地挽 III の北側から，同 j首 5 り線の PI ドを通って krPt，l] 街の市側にかけた地

j或に， とくによく発 j主してし、るの

この峠ド火 IIHi l，"府右傾は， 1/卸 ill で鉱化作}fjの影響によって法化，粘土化，褐鉄鉱化

などをうけている。また，硫黄や硫化鉄鉱のおよ床が形成されているところがある。

この火 IIIM t，]丙右傾は， III 新 jll: ・黒松内附 IH]'J~j のものと考えられてきている。

この|司 III両地域で、は，黒松内|明に相当する地層である茂辺地川同が，大野川流域の沖

積低地をはさんで，市に|捕 J妾して分布しているが，茂辺地川層とこの火山砕屑岩類と

が，同時期の異キ uであるとする層位的関係は，っかむことができなし、

茂辺地 JIII 'F'tには，まえにのべたように，砂質岩相部層中に，この火山砕屑岩瀬の岩

質と同じく， i年通輝 1i ・しそ輝イ i安III 岩質の火 II I昨屑宕部同が小国模に発達してい

る n この部層は， fVI から北に，大野川の南岸まで連続して追跡で、きるが，これが，北

芹ー棋 IJ で，膨大な規模の峠ド火 III 砕屑宕類に発注変化したと考えることは，やや無理で

あろうの

また，この図幅では，この膨大な火山砕屑岩類全部を|司 8'j‘期の岩相として取扱って

いるが，地域的にみると，構成宕相の回結度，地層構成状態，変質作用などの上から，

いく分ちがっていると思われるものもみとめられ，し、くつかの 8:]' 期の火山砕属、宕がー

抗されているのではなし、かとのうたがし、もいだいているロ

これらのことから，乙の同 III 肩では， II中下火山砕府岩類の地質時代を，中新世一鮮新
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Ill: と考えておき，今後の層位的な検討を待つことにする。

V.5 宮川層

ドーム状背斜構造の東翼にだけ発達しており，大野川流域の小川付近から宗山川中

流域にかけて，断続的に分布しているの下位の地層との県重関係は，水無沢と滝の沢

との合流点付近で観察できる。 ここでは， 60°--，65°SE の傾斜をもった茂辺地川層の

凝灰質中粒砂岩の上位に， 200SE 前後の傾斜をした富川層基底の喋岩層が発達してお

り，明らかな，斜交不整合関係をしめしているo

との地層は，おもに，喋岩，合喋砂岩，粗粒から中杭の砂岩などから構成されてお

り，ときに，細粒砂岩，砂質泥岩および凝灰岩をはさんでいるの

喋岩や含瞭砂岩の構成礁は，一般に，経 5cm 以下の扇平な亜門瞭~円傑が多く，と

きには， 10cm ないしそれ以上の亜円礁をふくんで、いる。

喋種は，両輝石安山岩，プロピライト，流紋岩，粘板岩，赤色および灰白色珪質岩，

砂岩などが多く，ほかに，組粒玄武岩，第三紀花崩岩質岩， lJ己岩，凝灰質砂岩などが

みとめられる。

乙の地層は，全層を通じて，おもに，喋岩や含喋砂岩の卓越した粗粒砂岩との厚薄

不規則互層から構成されている。そして，戸切地川流域や大野川南岸などでは，細粒

砂岩，砂質泥岩と縞状粗粒砂岩，蝶岩との互層岩相をはさんでいる。

この地層には，地域的な岩相の側方変化があまりみとめられなし、。しかし陳岩の

構成礁は，南から北にむかつて，いく分大きくなる傾向がみられ，また，偽層層理や

乱堆積状岩相の発達がみられるのときどき，炭化木片や炭質物，浮石細礁などをふく

んでいる。

化石: 宗山J/I，戸切地111，大野川などの流域に発達する地層から，つぎの化石を

産出した。
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VI 第四紀層

この地域に発達する第四紀層は，古洪積世の|壇成堆積物である文月層と市の渡様、層，

洪積世後期と考えられる駒ヶ岳火山噴出物， 2 段の段丘堆積物，沖積世の扇状地J~積

物，崖錐堆積物，河川氾濫原堆積物および丘陵地域を広くおおって発達するローム屑

などである。

VI.1 洪積世の堆積層

VI.I. 1 文月層(新称)

模式地: 文月川下流の北側支流流域につくられた溜池の崖および文月の学校およ

び神社近くの崖。

乙の地層は，おもに，函館平野の西側周辺地域に発達する丘陵性山地，および， M

川流域にそって広く分布しているのほかに，函館平野の東南周辺地域に発達する低い

段丘の段丘崖にもみとめられるの

この地層は，分布地域が，山地を流れる現河川の下流域の氾濫原面から，標高 120

.-140m の付近にまでおよぶ|壇成堆積層であるが，石川沢の一部では，標高 300m か

ら 500m の地域の沢地形に沿って発達している。

おもに，未間結の喋層，砂瞭層から構成された不規則互層累層であって，砂層，粘

第 4 図 文月層の地層累積状態(大野川北側)
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土!書，亜炭，火山灰を介在している。

様)脅は，一般に，挙大以下の車円形~円形傑で構成されており，構成探種は，硬質

頁岩，泥岩，訂英安山岩など，淡灰色の外観をもった燥が多い。ほかに，粘板岩，安

山岩，砂岩など，との地域に発達する先第四紀の多くの地層の構成岩相から由来した

各種の礁をともなっている。この繰層は，全体に淡灰色の外観をもった礁を多くふく

んでいるので，一般に，淡灰色~淡褐灰色で，ひぐように軟弱な岩相をしめしているの

なお，多くの場合，偽層状層理が発達している。

砂層は，一般に粗粒質岩相であって，白色ないし淡掲灰色の軽行小探や火山灰をふ

くんでいる。分級は思く，塊状であるの

粘土層は，青色，チョコレート色，褐色などさまざまな色調をもっており，とく

に，亜炭の上盤には，白色粘土が発達している。

なお，全体に，火山性粘土であって，軽石小片をふくんでいるの

亜炭は，厚さ， 15em から数 em の薄いものが粘土層中にはさまって発達している。

このほか，軽石質火山灰層が局部的に介在されているつ

この文月層は，全域を通じて，露出がかなり断片的で、あり， しかも，小規模なもの

が多いので，全層の累重関係は，明らかでない。

なお，地域的にみると，大野川流域に発達する傑層は，やや大きい安山岩の亜門撲

をかなりふくんでいる。また，文月川や戸切地川流域では，硬質頁岩や泥岩などの白

っぽし、礁が目立っている。また，石川沢左股沢上流では，石英安山岩質の白っぽし、陳

を主体にした瞭層が特徴的であるの

すなわち，それぞれの地域の基盤ないしは背後地の地層の構成岩相を反映している

ようである。

なお，この図幅の市に隣接する函館図幅において，富川海岸の段丘岸から函館平野

の西翼周辺地域にそって分布している富川層として扱った地層のうちに，文月層の調

査の結果から，乙の地層に連なるものがふくまれていることがわかったので，乙こで

訂正しておく。

また，函館図幅内で，函館平野の東翼部に発達する第 2 段丘堆積物として扱った岩

相は，同凶幅説明書でも疑問を残しておいたのであるが，その後の調査から，第 2 段

丘堆積物として扱えるものでないことがわかった。

この地層は，五稜郭付近でおこなったボーリングの結果では，沖積堆積層の下位，
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数 10m の深度まで連続するものであって， 函館平野南部の沖積層の基盤をなす古洪

積世地層ではないかと考えられる。

この地層は，平野の西翼側に分布する文月層とは，構成岩相，累積形態などが，い

ちじるしくちがっており，文月層の一部の異相とする積極的資料は，まったくない口

ただ，との地層が，古洪積世の堆積層ー沿岸性堆積層と考えられる ではないかとい

う観点から，乙の図中高では，この地層に連続する岩相を，文月層との同層{立層として

扱って，地質問では，文月層として一括しておいた。

文月層は，まえにのべたように，おもに，中礁から細礁の陳質岩相から構成され，

一部に亜炭層を介在する河成堆積層である。

長近，北海道内の多くの地域一夫北地域，猿払地域，根釧地域，渡島地域等ーで，

古洪積世に属する寒冷期の陸成堆積層が発見されているの渡島地域では，東に隣接す
本

る東海図幅内の双見海岸，北に隣接する八雲地区の海岸{民地などで，その発達がみと

められているの

乙の寒冷期陸成堆積層には，一般的に，亜炭層を介在しており，このなかから，

ズガシワ，ヤナギ，シラカバ，ハンノキなどの植物化石と，ハサミムシ，コガネム、ン，

カブトムシなどの昆虫類化石が特徴的に産出している。なお，これらの地層の地質時

代は，古洪積 l止のドーナウ氷期ないしギュンツ氷期時期ではないかとされている。

文月層の亜炭からは，現在まで， うえにあげた化石種は，みとめられておらず，ま

た花粉分析もお乙なっていないので，地質時代を明らかにする資料はない。しかし

隣接地域に発見されている，古洪積世の陸成層と，分布形態や構成岩相がにているの

で，おそらく，同時期のものではないかと考えている。

層厚は，分布状態および函館平野内での埋積深度など、から，おそらく， 150m 以上

に達すると考えられる。

vr.I.2 市の渡磯層(新称)

模式地: 国道 227 号線(江差街道)の本郷の分岐点から， 江差寄り約 1km 地点

の北側の小沢の左岸の崖。

との地層は?函館平野の西翼地域に，文月層および，先第四紀層をおおって発達し

ている陸成堆積層である。分布は，ほぼ，標高 60 ，...... 80m から 200 ，....， 250 m までの聞に

みとめられる。

*前出
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文月層と同じく，棟質岩相を主とする陸成層であるが，市の渡楳層は，巨礁を多く

ふくむ特徴的な礁質岩相が主構成層であって，その点から，両地層を区分することが

できる。さらに，この市の渡傑層は，文月層の上位に累積するほか，大野川，戸切地

川などの流域で，先第四紀層の上に累積しており，乙の意味から，両地層の堆積は，

不連続的であるとみられる。

文月層との累重状態は，模式地および模式地からさらに1.5km江差寄りの開拓道

路の崖で観察できる。

第 5 図 文月層を不整合におおっている市の渡層(大野川北側)

乙の地層は，全層のほとんどが巨瞭質蝶層であって，ときどき，厚さ数 m の火山性

砂とシルトの互層岩相がはさまっている。露出では，ほとんど水平である。

棟、層は，挙大から径 50cm 以上に達するような巨傑までの亜門礁が，淘汰悪くふく

まれた軟弱な岩相から構成されている。探量は，あまり多くはない。なお，この瞭層

中には，砂およびシルトをレンズ状ないし岩塊状にふくんでいる。また，一部に，褐

鉄鉱化作用をうけた堅い岩相をふくんでいる。

機種は，安山岩擦が目立っており，ほかに，乙の地域に発達する先第四紀層の構成

岩の礁を各種ふくんでいる。

この地層で，模式地付近から石川沢付近までの間，およびその大野川の南対岸地域

などに発達するものは，厚い陳層の累積層をなしていて，特異な陸成堆積層とみるこ
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とができる。

しかし，大野川中・上流，戸切地川中流，水無川などの流域で，河床から，数 m な

いし 10 数 m のところで，先第四紀層を不整合におおって発達する地層は，外観では，

河岸段丘堆積物と思われるような形態をしめしており，厚さも数 m程度のものが多

い。ただ，その地域におけるこの堆積層の分布状態をよくみると，河岸段丘堆積物で

は解釈できないような地点にも，同じような巨喋質ないし中機質の礁層が発達してい

る。また，堆積層のつくる地形面が，むしろ解析地形をなしている乙とが多し、この

ような事実から判断すると，やはり，河床からの比高数 m ないし 10 数 m の段丘形成

期の堆積層よりは，かなり古い時期のものであろうと考えられる。なお，地質図に市

の渡喋層として区分したものの一部には，段丘堆積層をすべきものもまさ会っている可

能性はあろうとは思われる。

市の渡喋層は，現在のところ，函館平野の西翼側地域にだけ，その分布がみられて

いる。一方，東翼地域では，後でのべるが， 5}IJ稿ですでに報告されている「七飯町の

地質」のなかでのべられているように， 標高 100 m---240m , および 360 m---460m

に平坦段丘地形が発達していて，それぞれ堆積物が累積している。

これらの段丘堆積層に相当する地層は，反対に西翼側ではみとめられていなし、。そ

して，これらの標高地域には，市の渡喋層が分布している。

この函館平野の両翼側での，第四紀構成地層の相違は，それぞれの地域での，調査

時における堆積層の解釈のちがいが原因しているものである。なお，東翼地域の ζ れ

ら段丘堆積物については，この図幅の取まとめの段階では，その多くが，市の渡喋層

相当の地層ではないかと考えられてはいる。しかし，疑問な点が残されているので，

との図幅では，このような堆積層の発達することだけをのベて，地質図上では，省い

fこの

市の渡喋層の地質時代については，文月層よりも上位であるとと以外には，それを

決定する積極的資料はない。ただ，分布状態や解析形態などから，古洪積世の堆積物

であることは疑う余地がない。今後，砂層やシルト層中の花粉分析の結果によって，

明らかにしてゆくつもりである。

vr.l.3 駒ヶ岳火山噴出物

乙の図幅の北東部地域を占める大沼公園沖積低地帯の内部および周辺部地域に分布

してし、る。
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この火lllf噴出物は，分布の主体が，北に隣接する駒ヶ岳凶幅内にあるが，岩相上か

ら，剣ケ峯熔岩，留の湯熔結凝灰岩，火山灰層および軽石流堆積物，火山砕屑流，新

期火山灰層の 5 つに細分されているのうち，この凶幅地域内に分布するものは，火山

灰層と火山砕屑流堆積物の 2 つであるのしたがってこの図幅では，乙の火山噴出物に

ついては，分布状態および構成岩相の概要を記載するにとどめ，駒ヶ岳図幅において，

この地域もふくめて，全貌をのべることにする。

火山灰層として細分した岩相は，図幅外の留の湯付近で，火山砕屑流の下部に発達

する火山灰，降下軽石および火山砂などからなる堆積物である。乙れらの火山灰およ

び、軽石は，いちじるしく粘土化している。

大沼公園地域では，駒ヶ岳火Iiiの新期火山灰である Kd 層および Ke層が，全域に

厚く発達していて，この粘土化された火山灰層は，新期火山灰の露頭の一部に，断片

的にみとめられるにすぎなし、。地質図では，新期火山灰をはぶいてあるので，かなり

広く表現されているの

火山砕屑流とした岩相は，駒ヶ岳火山の崩壊にともなって，流れだした火砕流であ

る。この地域では，流れ山状の分布しているものが多い。

この流れ山を構成する岩相は，青灰色のしそ輝石・普通輝石安山岩の角喋および同

質の火山砂である巴角瞭は，大沼付近では，数 mにおよぶ巨大磯であって，また，全

体に，かなりち密に謬結されている。その一部は，熔結岩相をしめしている。池旧圏

付近では，角礁の大さは， 2.......3m 以下になり，岩相全体は，やや粗緊になっている。

vr.l.4 段丘堆積物

函館平野の周辺地域および主要河川流域には，段丘堆積物が発達している。

函館平野の南西翼側においては，南に隣接する函館図幅内の富川海岸付近から追跡

される， 第 1，第 2 の 2 段の平坦段丘面が発達していて，それぞれ，砂醸および砂か

ら構成された段丘堆積物をのせているのこの平坦段丘面は，戸切地川下流の南岸側ま

では，海岸からほぼ連続して追跡する乙とができる。 しかし この北岸側から大野

川にかけては，第 1 段丘面に相当すると考えられ平坦面は，みとめられるが，これは

文月層上面の削剥面であって，堆積物らしいものは残されていない。また，第 2 段丘

面は，陣屋への登り口にわずかに発達して，堆積物をのせているが，この北方への連

続は，広い扇状地堆積物におおわれてしまっているのそして，さらに，大野川の大曲

りの付近から，小川付近にかけて，河床からの比高 7，.....， 10m の第 2 段丘面に相当する
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と思われる平坦面が，細長く発達して，堆積物をのせている。このほか，戸切地川の

市渡沢口から上流地域の南岸や，大野川中流域などでは，河床から比高 10m 以下の

平坦段丘面が点々と発達しており，堆積物を残しているロ

一方，函館平野の南東翼側では，函館図幅内でもそうであったように，標高 10m

付近から， 60m 付近にいたるほぽ連続した平坦状の緩斜面が発達している。この平

坦地形の沖積平野に接する末端部をみると，蒜沢川の南の地域では，との平坦地の上

面は，図幅で文月層に訂正した凝灰質砂層と微細粒探層との互層黒層の削剥面であっ

て，段丘堆積層と考えられる地層は発達していない。しかし，この末端部の崖から，

蒜沢川にそって連続する平坦面を東に追ってゆくと，国道 5 号線の東側では，礁層の

発達するのがみとめられる。また，蒜沢川の北側の末端部では，砂喋層で構成された

段丘堆積物層と考えられる地層が，点々と観察できる。

これらの結果からみると，函館平野の南東翼側では，南西翼側で， 2 段に区分され

る段丘面が，連続する 1 段の平坦面になっているのではないかと考えられる。それで，

地質図では，南西翼側とは， JJIjの表現をおこなった。

なお，蒜沢川の北方の平坦段丘面は，国道 5 号線の東方で，扇状地堆積物におおわ

れており，さらに，湯出川の北では，いわゆる七飯扇状地堆積物が沖積平野にまで広

くはり出してきていて，段丘堆積物は，まったく，扇状地堆積物でおおわれてしまっ

ている。

乙の東翼側の段丘堆積物は， I七飯町の地質」において，第 3 段丘堆積物として取扱

われているものであるが，このほかに， この東翼側には，標高 100，......240 m の平坦段

丘面一第 2 段丘面，標I肯 360，......460m の平坦段丘面一第 1 段丘面が発達することをの

べたのそして，この段丘面には，砂瞭層を主として，ときに，粘土層をはさむ，堆積

層の発達することが知られているの

函館平野をはさんで，その西翼側をみると，第 3段丘面に相当する平坦面は， 2段

に区分されているが，発達している。しかし第 2 および第 1 段丘面に相当するよう

な，高い標高地点における平坦面は，まったくみとめられない。そして，との標高地

点付近には，市の渡礁層の厚い巨棟質蝶層が分布しており，一部地域では，やや平坦

な削剥地形両をつくっているが，大部分の地域では，起状をもった地形面となってい

る。

このように，函館平野をはさんだ，東西両翼でのくいちがいは，両地域に発達する
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堆積層の発達状態，構成要素などの性格のちがいによるものであって，現段階では両

地層を対比する積極的な証こはみとめられない。今後の調査研究から解決したいと考

えている。

乙の図幅では，西翼部に厚くかっ広く発達することがわかった，市の渡喋層は地質

凶にあらわしたが，東翼側の「七飯町の地質」のなかで第 2..--第 1 段丘堆積物とされ

たものは，地質図からはぶいておく。

VI.2 沖積世の堆積層

VI.2.1 扇状地堆積物

函館平野の東西向.翼の周辺部には，多くの扇状地堆積物が，広い範囲を占めて発達

している。

この堆積物は，段丘崖の前面に発達するもの，段丘堆積物をおおって，その上位に

発達するもの，また，段丘堆積物をおおって，その末端部は，沖積平野にまで張り出

してきているものなど，さまざまな分布形態をしめしている。なお，これらは，七飯

扇状地，藤城扇状地，仁山扇状地，市の渡扇状地および文月扇状地と名づけている。

これらの扇状地を，地形上からみると，平野の東翼部に発達するものは，一般に，

地形面の傾斜がやや急であって，沖積面との間に，明らかな差をもっているが，西翼

部のものは，ひじように緩やかで，沖積面との変換点は，ほとんど識別できないくら

いである。

この扇状地地形の相違は，もちろん，下位に隠蔽されている地層が反映されている

ものではあろうが，ほかに，その背後地を構成する地層，地形形態および地史が大き

く影響していると d思われる。すなわち，西翼側では，地質図でみられるようは，背後

地は，第四紀洪積世前期の文月層および市の渡層から構成された丘陵地形であって，

そこを縫って流れる河川の流路勾配も，ひじように緩くなっている。したがって，こ

れらの河川の運搬物は，流路勾配の変換地点ではなくて，むしろ，流路方向の変位地

点付近に集積され，そこに，薄く扇状地堆積物を埋積させたものと考えられる。

一方，東翼部では，背後地は，新第三紀の峠下火山砕屑岩類から構成され，また，

七飯扇状地の背後には，鳴川安山岩が広く発達している。さらにその背後には，横津

岳山塊がひかえていて，全般的に，急峻な地形形態をしめしている。そして，これら

の地帯を流れる河川は，一般に，流路は短く，かつ，急勾配をもっているのさらに，

現在は，扇状地堆積物でおおわれているためにみられないが，この山地地形の末端部
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に，平坦段丘地形がつくられていたことが推察される。このような，地形状態のもと

で，河川の運搬物の流路勾配の変換地点からその前面にむかつて，押し出されて，地

形勾配の強い，かつ厚い扇状地堆積層を形成していったものであろう。

このような扇状地形態のちがし、は，堆積物の構成岩相上にもみとめられる。すなわ

ち，西翼側では，おもに中礁ないし細礁質の岩相から構成されているのに反して，東

翼側では，かなり大きな礁をまじえた喋質岩相が構成岩の主体をなしているようであ

る。

なお，この扇状地堆積物については， Jjlj稿の， I由ー館地域水理地質図幅」において，

くわしく取扱うつもりである。

VI.2.2 崖錐堆積物

木地挽山熔岩地形の南東方麓，貧乏山から楢山にかけた山地形地域の北西麓および

鳴川安山岩の前面などに，かなり)ム.く分布している。いずれも，背後の山地から山来

した角疎から構成された堆積層であって，かなりの巨礁をまじえている。

VI.2.3 沖積堆積物

凶幅地域内の主要河川流域および湖沼地帯周辺には，砂喋・砂・粘土および泥炭か

ら構成された沖積堆積物が発達しているのとくに，この図l幅内の中央には，函館平野

とよばれている広い沖積低地帯が形成されており，厚い堆積物が埋積されている。

乙の平野内には，多くの井戸が掘さくされていて，これらの井戸の柱状および電気

検層の結果から，平野下部の堆積物の様子を推察することができる。

これによると，沖積層の基底は，平野南部では，海水準下 40m 士，南東部から中

央部にかけては 20m士，西部で 10m土，北部で 0.--10 m 土前後のところにあると推

定できる。

構成岩相は，大野川の開口部から南西縁部および七飯扇状地から南の東縁部などで

は，砂操質ーの粗粒相が卓越し，中央部や北部地域では，泥質相の発達が顕著である。

表層の泥炭は，千代田から久根別川にかけた地域で厚く， 5m を越すところもある。

大沼公園地域の大沼・小沼・草菜沼などの周辺部には，駒ヶ岳火山噴出物をおおっ

て，沖積氾j監原堆積物が発達しているのおもに，砂と粘土から構成されており，一部

の低地域には，泥炭が発達している。

VI.2.4 ローム層および火山灰

乙の図幅内の丘陵性III地や段丘堆積層などをおおって， ローム層および火山灰層が
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)ム‘く分布している。

ローム層は，赤褐色を色調をもっており，下半部では，やや砂質で軽石細礁をふく

む火山灰質岩相になっている。厚さは， 1m 以下である。

火山灰層は，駒ヶ岳火山の沖積世時期の噴出物であって，駒ヶ岳火山新期火山灰の

区分による， Kd 層から，以下 Kh 層までのものが発達しているの

l司幅内に広く分布するものは， Kd 層であって， Kf 層以下のものは，大沼公園地域

内の一部にみられるだけである。

Kd 層は，白色の新鮮な軽石から構成された火山灰層で、あって，層厚は， 40cm 前後

以下である。

VII 火成岩類

図幅地域内に発達する火成岩類には，噴出岩類として，二股沢プロピライト，横津

岳下部熔岩，木地挽山熔岩， l差入岩体として，第三紀花崩岩質岩，流紋岩，鳴川安山

岩，天狗岳安山岩，粗粒玄武岩などがあるの

VII.l 噴出岩類

VII.I.1 ニ股沢プロピライト

大野川上流二股沢中・下流域に模式的に発達しいる。また，これと同質のものは，

下河汲川と上河汲川とにはさまれた尾根，文月川の沢頭および嶺朗鉱山付近などにも

発達しているの

模式地の二股沢でみられるものは，一般に，露頭面では，灰褐色で，やや塊状の岩

相をもっている ο 新鮮なものは堅硬で，流理状構造が発達しており，暗緑色の破璃質

岩相が，小さな球状あるいは岩塊状に，ところどころにふくまれている。さらに，灰

白色の堅硬な珪質岩相に変っているととろがみられる。

このプロピライトは，ときに，集塊熔岩状の岩相にかわっているところがみとめら

れる岩質は，石英安山岩質であるの

模式地のほかの地域に発達するプロピライトは，一般に，斜長石の短柱状の大きな

斑品が特徴的にふくまれている。

顕微鏡下の観察では，

斑晶: 岩体または民相によって，ふくまれる斑品にちがL、がみられるの

模式地のものでは，斜長石〉石英〉普通輝石，斜長石〉石英〉普通輝石・しそ輝
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石〉緑色角閃石，

ごくわずかの岩体では，斜長石〉石英〉黒雲母

石英は， 1---2mm 程度の大型の結晶で，溶食されたものが多い。

斜長石は，板状あるいは柱状の自形をしめし緑泥石化されている口

有色鉱物の多くは，いちじるしく緑泥石化されているために，少量しか残されて

いない。

石基は，微珪長質組織をしめす。すなわち，結晶形の不明な白色鉱物が不規則に

組合っている。この間に，柱状斜長石が少量みとめられる。また，これらの聞に，

細粒の不規則な形をした緑泥石がみとめられるのさらに，粒状石英のレンズ状集合

あるいは脈状の緑泥石・方解石などが，他鉱物を置換して発達している。

二股沢プロピライトは，戸田川層をおおって発達しており，さらに，峠下火山砕屑、

岩煩に不整合的関係でおおわれている。

したがって，後期中新世の時期の火山活動によるものと考えられる。

VII.I.2 横津岳下部熔岩

図!隔の東端部地域に峠下火山砕屑岩類をおおって発達している。この熔岩は，隣接

する東海図幅内に位置する横津岳を中心として，放射状に張りだすLH尾根をつくって

おり，この上には，楢山，烏帽子岳，七飯岳などの独立峯が分布しているロ

暗灰色のややち密で堅硬な普通輝石・しそ輝石安山岩で，細かい平板状の節理が発

達している。

鏡下の観察では，

斑品: 斜長石〉しそ輝石〉普通輝石，斜長石は，板状~柱状の自形ないしは半白

形をしめし，チリ状鉱物が多くふくまれているため，ひじように汚れている。一部

には，集斑品をつくっているものがある。

しそ輝石は，やや長柱状のものが多く，周問に，普通輝石の反応縁をもっている凸

普通輝石は，半白形のものが多く，集斑状になっている。

石基: ひじように細粒の普通輝石と短柵状の斜長石との，インターサータノレ組織

をしめしている。この間に，多数の微細な不透明鉱物が散点している。ガラスは，

わずかに聞をうめてみとめられる。

乙の横津岳下部熔岩は，と乙ろによって，岩質が若干ちがっているが，これは，噴

出時期のちがったものがふくまれているのかもしれない。

この熔岩の噴出時期は，つぎにのべる木地挽山熔岩との岩質の類似性や解析の進行

状態などからみて，新第三紀末期で、あろうと考えられる。

VII.I.3 木地挽山熔岩
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凶幅の北部の木地挽山から仁山高原にかけて，なだらかな熔岩台地をつくって発達

している。峠下火山砕周、岩類を広くおおっている。

この熔岩は，外観および顕微鏡下の観察とも，まえの横津岳下部熔岩と，ひじよう

に類似している。

第四紀層のととろでのベたように，洪積世前期に属する市の渡瞭層の構成礁の大部

分は，乙の木地挽0-1熔岩と|司質の普通輝石・しそ輝石安山岩であることから，この熔

岩の噴出時期は，少なくとも，先洪積世前期であるとするととができる。おそらく，

新第三紀末期であろうと考えられる。

VII.2 貫入岩類
9)

VIl.2.1 第三紀花商岩質岩

1959 山田敬 閃緑岩

石川沢沢口付近の大野川の南側支流の中と流地域から，上河汲川中流地域にかけた

地域に，かなり大きな規模の道入岩とて分布している。

乙の岩体は，大野川南岸の各支流地域では，先第三紀層と，また， 上河汲川では，

戸田川層とそれぞれ接している。この接触部の付近では，かなりいちじるしい変質作

用をうけ，また，岩質が硬質化しているの

この岩体は，大野川南岸支流地域では，比較的完品質な閃緑岩質岩相をしめし，一

部には，粗粒な花崩岩質の岩相をふくんでいる。一方，上河汲川中流域では，石英を

ふくむ粗粒玄武岩や，粗粒玄武岩質な斑栃岩様の岩相をしめしている。

大野川南岸地域の岩質を鏡下で観察すると，柱状ないし短形の粗粒な斜長石，少量

の石英，普通輝石ときに角閃石からなっている。

斜長行は，まれに，累帯構造をしめしている。

石英は，地形の粒状結品であって，ごくわずか 2 次的にともなわれている。普通輝

石，角閃石は，多くは，緑泥石や緑簾石に交代されている。まれに，淡赤褐色の黒雲

母をともなっている。

一方，上河汲川流域の岩質では，わりあい粗粒の普通輝石と長柱状の斜長石とが，

インターサータル組織をしめしこれらの聞に，少量の石英をともなっている。とき

には，長柱状の斜長石の聞を，板状斜長石がうずめていることがある。

そして，不規則な形をした石英や方解石が，これらの鉱物を置換して成長している。

また，普通輝石の一部が，緑泥行に交代されており，さらに，斜長石の割目にそって，
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緑泥石化が進んでいるものもある。

この岩体は，全体を通じて，小破砕帯や節理にそって変質作用をうけており，ほぽ，

つぎのような岩相にかわっているの

圧砕質岩

炭酸塩化岩

緑泥石化・ n化岩

手且粒化岩

また，これらの変質岩類には，いく分，鉱化作用を受けているものがあり，黄鉄鉱

一方解石脈，方解石-::{j英脈などの細脈がみとめられるの

この第三紀花崩岩質岩は，東北地方で，女川階以後の道人とされているた第三紀花

崩岩、に，ほぽ対比される酸性深成岩であろうと考えられる。そして，この図l幅内で

は，西南北海道での八雲階に相当する地層である戸田川層の一部と接していることか

ら，その活動時期は，中新世後期であろうと考えられるo

VII.2.2 鳴川安山岩

図!幅の東方の七飯本町の東側の山地に，急峻なIII をつくって発達している。

峠下火山砕屑岩類を貰ぬく岩床状の岩体であるの淡緑灰色の，ち密で堅硬な，普通

輝石・しそ輝石安山岩で，板状および柱状の節理が発達している。

顕微鏡下の観察では，

vI 晶: 斜長石〉普通輝石・しそ輝石，斜長石は，やや細粒の知柱状から，大型の

板状あるいは柱状までいろいろな大きさをもっているの普通輝石およびしそ輝石

は，白形ないしは半白形をしめしている。また，普通輝石は，知柱状であるが，し

そ輝石は，長柱状である。

なお，普通輝石には，集斑品をつくっているものがある。

石基: おもに，微細珪状斜長石と単斜輝石およびガラスからなっており，ハイア

ロピリティ r ク組織をしめしている。これらの間には，多数の不透明鉱物が散点し

ている。

VII.2.3 天狗岳安山岩

大野川上流地域で，三角山および天狗岳をつくって発達している。

峠下火山砕屑岩類および戸田川層を貫ぬく岩脈で，岩体の東側および北側は断層で，

ほかの地層と接している。

暗灰色ないし暗緑色の，ち密で堅硬な詩通輝石・しそ輝石安山岩で，柱状および板
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状節理が発達している。なお，顕微鏡でみると，鳴川安山岩と，ほぼ同質のものである。

VII.2.4 流紋岩

上河汲川中流，文月川中流および宗山川の嶺朗鉱山の下流流域に，戸田川層を貫ぬ

く岩脈として発達している。

一般に，いちじるしく変質されていて，原岩の構造の不明なものが多い。

上司 i及川や文月川流域に発達するものは，一般的に，灰白色で，やや軟質な塊状の

ものであるが，ところによっては，角礁凝灰宥状の岩相をしめすものがみられる。い

ちじるしい鉱化変質をうけて珪質岩にかわっているものがみられる。

なお，乙の岩体と接する戸田川層は，接触部でかなり;相変質をうけ，堅硬な珪質頁

岩に変っている o

宗山川に分布するものは，暗灰色ないし陥緑灰色のやや堅硬な破璃質岩であるが，

ときには，黒色のパーライト質岩相の部分をふくんでいる。また，明瞭な流理構造を

しめし，それに平行な板状節理が発達している。

一般的な岩質の顕微鏡下の観察では，

斑品: 斜長石〉石英〉黒雲母

斜長石は，柱状あるいは板状の結品で，かなり汚れている。

石英は，溶食構造をしめすものが多い。

黒雲母は，長柱状で，部分的に，緑泥石化している。

石基: 一般に，ひじように細粒の白色鉱物の不規則な集合からなりたった徴珪長

質組織をしめしている。これらの間には，少量の短柵状斜長石がみとめられる。ま

た，ごくわずかであるが，黒雲母片が散点しているのそして， WI 粒の石英集合部が，

これらを置換しながら発達している。さらに，多数の黄鉄鉱粒がみとめられるのあ

まり変質をうけていないものは，破璃質の基質の聞に，短柵状の斜長石が少量散点

している。

VII.2.5 粗粒玄武岩

大野川の台場山ダム付近，乙の上流の南側支流，上j可汲川上流，戸切J也J1 IJ-.流の北

股沢上流および，滝の沢などで，戸田川層を貫ぬく岩脈状岩体として発達しているの

一般に，これらの岩体は，その上下盤の地層の走向・傾斜とほぼにかよった道入形

態をしめしている。濃緑~暗緑色のち密で堅硬な岩石で，柱状節理が発達しているの

鏡下の観察で-は，

斑晶: 斜長石〉普通輝石

斑状構造をしめしているの
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斜長石の多くは，集斑状になっており，周辺部や割目にそって，緑泥石化をうけ

ているの

また，普通輝石の大部分は，緑泥石や炭酸塩鉱物で置きかえられている。

石基: 長柱状の斜長石と普通輝石とが，サブオフィティック組織をしめして組合

っている巴輝石の多くは，緑泥石にかわっている。なお，これらの聞には，不透明

鉱物が散点している。

VIII 地質構造

この図幅地域の地質構造を支配しているものは，ほぼ，北北西 南南東の軸をもっ

た，大規模または小規模の摺曲構造と，これと平行するかまたは，これに斜交あるい

は直交する方向性の断層で切られた断層構造である。

摺尚構造は，戸切地JlI中・上流から水無川上流にかけて発達する先第三紀層を中核

とするドーム状背斜構造と，現函館平野の形成をうながしている盆状向斜構造とによ

って，この地域の地層分布状態が，ほぼ決定されているとみられる。さらに，凶|隔の

西南端部にそって，新第三紀層とは，断層で接してはいるが，先第三紀層のうき上り

地塊があり，乙れと前記したドーム状背斜軸との間に，不完全ではあるが向斜構造が

みとめられる。

それぞれの大きな摺曲構造単元の中には，さらに，この方向と平行し，または直交

する方向軸をもった小単位の背斜・向斜構造が発達している。

とれらの摺曲構造は，大野川から南側の地域に発達する形態であって，これが北側

の峠下火山砕屑岩類の地域にまで，その延長部が及んでいるかどうかは，明らかでな

し、。

摺曲構造の両翼の地層傾斜は，地域によってかなり変化しているが，断層ぎわをの

ぞし、ては，一般に， 50°，...，25° 程度である。

断層は， N20°，...，400W 方向， N20° ，...，500E 方向の 2 方向のものが主体である。そし

て，これらの主断層に斜交する方向の派生断層が発達している。一般的に，後者の方

向の断層が前者の方向のものに切られているの

この断層のうちで，大野川に，ほぼ平行して，下流部で伏在断層となって，函館平

野内にまで及んでいると忠われる， N40° ，...，500W 方向の断層は，地層発達状態および

地質構造形態のまったくちがった南北両地域を境しているものである。とくに，この

断層の北側では，広大な地域を占めて火山砕屑、岩類が発達しているが，南側の地域に
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は，ほとんど分布されていないととから，構造地質的に，大きな志義をもっているよ

うに思われる。

また，中山付近で，大野川に沿った断層から分岐して文月川上流を通って丘陵地に

伏在された N 20° ，-....25°W 方向の断層帯および，峠下火山砕層岩類分布地域に発達す

る N 1O°--，20oW 方向の破砕帯などには， かなりの鉱化変質作用がみられ， とくに，

前者の断層には，流紋岩の岩脈がともなわれている白

なお，これらの断層は，この地域の新第三紀・鮮新世の富)11層までに影響を与えて

いるが，第四紀古洪積世の地層には，あきらかにおおわれている。

IX 応用地質

この地域に賦存する地下資源、は，大野鉱山の銅・鉛・亜鉛，茂辺地鉱山のドロマイ

ト，松峰鉱山の硫黄，宿野辺川の油徴，稲里付近の水溶性天然ガス・石材，水無)II か

ら戸切地川にかけた石灰石，大沼公園内の温泉および，峠下から大沼公園にかけてみ

られる高温地下水などである。

これらの地下資源のうちで，現在稼行または利用されているのは，石灰石，石材お

よび温泉だけである。

IX.! 銅・鉛・亜鉛鉱床

国道 227 号線(通称江差街道)の大野市街から約 8km 西方の大野川の南側小沢に

分布する先第三紀層中に，匹胎している。古くは，大野鉱山として採掘されていたが，

現在は，休閉しているの

大野鉱山

鉱床発見の時代は不明であるが，函館戦争当時に，榎本武揚軍が，砲弾用の鉛を採

掘，製錬したと伝えられている。明治 40 年頃，田村力三郎によって，一時稼行された

ことがある。その後，大正 10 年に田中鉱業株式会社，昭和 12 年に住友合資会社，昭

和 33 年に朝日鉱山株式会社と，所有権が転々とし，現在にし、たっているロこの間，一

時期探鉱されたが，採掘までにはいたらなかった。なお，現在は，坑道も崩落し鉱

床の詳しい状態は確められない。

この付近の地質は，おもに，先第三紀層の粘板岩や硬質砂岩から構成されており，

これを貫ぬいて，第三紀花崩岩質岩がかなり大きな岩体をつくって発達している。こ

の道入岩体は， N600W 方向にのびた道入形態をしめしている。
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鉱床は，いずれも，破砕粘土帯!-\-，にJ睦胎されており，鉱物組合せから，つぎの 2 つ

に大別されるの

1) 黄鉄鉱一黄銅鉱を主とする鉱床

2) 閃亜鉛鉱一方鉛鉱を主とする鉱床

1) の黄鉄鉱一黄銅鉱鉱床は，粘板岩と第三紀花尚岩質岩との接触部の幅 5m 程度の

粘士帯中に匹胎しており，この付近の主要鉱床となっているのこの鉱床の状態は，坑

道延長 35m 程度の第四坑道の引立付近で観察できる。

坑 n から 22m 付近までは， N-S ，.....， N35°W の黄鉄鉱鉱脈だけで，この中には，鑓

幅 50cm 以 kのものあるが，多くは， 10cm 以下のビリ錨であるの 20m ，.....， 22m 付近

から粘土帯の方向に平行な伺木かの膨縮のはげしい E-W 走向の粉状黄鉄鉱脈がみら

れ，乙の中に， レンズ状に黄鉄鉱一黄銅鉱の塊状鉱が賦存しているの

2) の閃亜鉛鉱 方鉛鉱鉱床は，閃亜鉛鉱一方鉛鉱一方解石一行英脈と閃亜鉛鉱一方

鉛鉱一粘土脈の 2 種がある。

いずれも，粘板岩中に肝円台しており，鑓 III 面は， 20--5cm 前後である o

この鉱山の鉱床は，個々の鉱脈は小さなものであって，問題にはならないが，鉱脈

群が下部でまとまれば，ある程度の鉱床に発達するのではないかと思われる。しかし

大規模なものは期待できないであろうの

*鉱イ iの品位は，つぎのようであるの

第 2 表鉱石成分分析表

Ieu% IPh~6 IZn 芦 I Fe~0 IS ガ

o捌 tr 0.33 aτ41.33 51.06

E-W 系脈 黄鉄鉱一黄銅鉱鉱床 8.94 tr 0.67 36.64 45.00

関亜鉛鉱一方鉛鉱一方解石一石英脈 tr 11.13 10.62 1.68 9.71

閃亜鉛鉱一方鉛鉱 粘土脈 tr 1.13 24.45 21.89 34.27

IX.2 ドロマイト鉱床

図幅の南西隅の茂辺地川支流戸田川上流地域で，先第三紀層，戸切地川層および戸

田川層に匹胎しているの

この地域の鉱床は，明治初期に，白雲陶器の製浩原料，大正初期および昭和 16 年頃

*文献 10) の分析表から転載したものである。
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には，;9-i床材として， --fj!j期稼行採掘されているの

昭和 22 年頃，平和鉱業株式会社に所有権がうつり，茂辺地鉱山となったのその後断

続的に稼行されながら今日にし、たっているの

茂辺地鉱山

この鉱山付近の鉱床は，先第三紀屑と戸切地川層に肝胎されているが，採掘されて

いるのは，先第三紀層中の鉱床である。

この鉱床は， 5 鉱体からなっている。これらは，第 1 鉱床と第 2 鉱床，第 3 鉱床と

してのまとまりをもっており，それぞれ，連続ないし継続的な関係をもっているのこ

のうちで，第 2 鉱床には，やや大きな石灰石岩体をはさんでいるの主要ほ掘鉱床は，

第 1 鉱床であるの

品質は，北海道内では最良の鉱石である。しかし需要の多い鉄鋼原料用として稼

行することについては，鉱量的に難点があるように思われる。

この地域には，この先第三紀層中の鉱床のほかに，戸切地川層ド部や戸田川層のな

かに，層状やf].t鬼タリをなして， ドロマイトが匹胎しているが，採掘の対象となるほど

のものは，みとめられていないの

なお，そのほかの地域でも，先第三紀層のイi灰石相の分布する地域では，この岩相

と新第三紀の戸切地川層との不整合面付近に，小規模なドロマイト鉱床がみとめられ

る。

茂辺地鉱山の鉱石の分析結果は，つぎのようである。

第 3 表鉱石成分分析表

[分析値 W%
トの

ISiOz ¥RZ03ICaO IMgO IIgloss
M12314MgC03Mg/Ca

mol%

茂辺1 地 3.01

31.回6477i !1
18.30 1.35 47.36 0.80

3 1.76 0.37 32. 18.60 0.68 47.36 0.79

5 2.14 0.21 32. 18.60 48.63 0.0噌1

IX.3 硫黄および硫化鉄鉱床

図幅の北部から北東部にかけての峠下火山砕屑岩類の分布する地域では，火山作用

に関係をもっ硫黄および硫化鉄鉱床の鉱徴とみられるものが諸所に存在している。と

くに，峠下の北から松峯鉱山や小沼の沼尾にかけての地域，藤山峠の南方地域および
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小熊の沢中上流地域などでは， ほぽ N 1O°.-..20
0
W の方向性をもった鉱化変質帯が発

達していて，粘土化あるいは珪化をうけた火山砕層岩類が分布しているo

これらの鉱化変質帯では，ほとんどの地域で，鉱染状の硫化鉄鉱床がみとめられる

が，現在までのところ稼行できるほどに発達しているのは，松峯硫黄鉱床だけである。

松峯硫黄鉱山

この鉱山は，熊の湯の北西約 500m のところにある o

明治 31 年に発見されたといわれているが，その後は探鉱ていどで稼行はされなかっ

アこ口

昭和 11 年，森亀治により，約 1 年間稼行されたといわれている。その後，昭和 26

年，小峰寅之助の所有となり，その翌年から探鉱がはじまって，坑道探鉱がお乙なわ

れたo 現在，坑口付近に，若干の硫黄の鉱石が貯鉱されてはいるが，本格的なIH鉱を

みないまま閉山されている。

鉱床の賦存状態，鉱行品位，埋蔵鉱量などについては，坑道が崩落していて入坑で

きないので，まったく不明である。

しかし坑口付近の状態から判断すれば，有望な鉱体に逢着せずに探鉱を中止した

ものと考えられる。

IX.4 石灰石鉱床

先第三紀層の構成岩相として，図幅南西部の戸切地川中流からガロの沢をへて水無

沢にいたる広い範囲に分布している。この石灰石は，ほぼ，北北西一南南東の分布延

長をもっており，岩体は，幅約 4km ，延長約 6km であって，北海道内で最も大きな

規模のものである。

この石灰石岩体は，ガロの沢で， 日本セメント株式会社嶺朗鉱山が，水無沢で，道

南石灰株式会社が，それぞれ稼行しているの前者は，セメント用原料として，後者は，

炭カル用原料として採掘利用している。

との石灰石は，この地域の先第三紀層の構成岩相の一つであるが，主部岩相とは断

層で接するところがほとんどであり，その上，上位を新第三紀層でおおわれているた

めに，層序関係は，まったく不明である。

この岩体は，一般に，ひじように切りたった断崖をつくっており，また河床面から，

200........300m の比高をもっているところが多いので，採掘上で，かなりの好条件となっ

ている。しかし，ガロの沢の北側から，戸切地川南側支流上流にかけた地域や議朗鉱
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山の南側の地域などでは，石灰石岩相の上位に，新第三紀層が，緩い盆状構造をもっ

て，広くかっ厚く発達していて，採掘上の阻害となっている。

したがって，この地域の石灰石岩体は，その全体を稼行対象と考えることはできな

し、。

また，乙の岩体は，新第三紀層堆積以前に，すでに，いろいろな構造運動の影響を

うけ，複雑な摺曲構造を呈している。その上，新第三紀のいくつかの構造運動にも支

配され，断層破砕をいちじるしくうけている。

この石灰石は，一般に，暗灰色のち密な岩質のものであるが，部分的には，白色を

呈する，やや結品質の岩相をともなっている。品質は，一般に，良好であるが，岩体

の上部や断層破砕をうけた部分などでは，低品位になっている。

この石灰石の分析結果は，つぎのようである。

第 4 表石灰石成分分析表

分 析 値 w/o0y

制 jA叫 F仙 I CaO IMgOIpぬ I Ig州 To凶

ガ ロ 町 沢 0.74 0.11 0.10 54.20 0.54 0.0081 43.72 99.49

水無沢 1 」 0.34 tr 55.26 0.51 43.76 99.87

水無沢 -2 0.71 tr 55.29 0.49 43.64 99.55

ζ の岩体のほか，戸切地川支流の台水の沢中・下流，ガロの沢右股沢などに， レン

ズ状岩体として，石灰石が介在されているのしかし，いずれも小岩体であって，稼行

価値はなし、。

IX.5 石油および天然ガス鉱床

この図幅内では，宿野辺川流域に油徴が，函館平野の大野町地域内に可燃性天然ガ

ス徴が，それぞれしられている。

宿野辺川流域の油徴については， 20 万分の 1 北海道地質図のなかに，油徴地として

記されているほかには，報告されていなし、。なお，当所長尾捨-燃料地質部長の手元

に，現地の人が持参した，黄色の原油のしみこんだ軟弱な角喋凝灰岩があって，油徴

のあったことは確かであるが，今回の調査では，その付近と思われるところには，油

徴らしいものは，まったく発見されなかった。また現地で聞いた油徴地は，地質図の

記された位置とは，かなりちがったところであり，その地点にも，それらしきもの
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は，みとめられなかった。

天然ガスは，函館平野の大野町市の渡，稲里，開発から萩野にかけた地域などで，

水溶性形態のガス徴が知られている。

この天然ガス徴は，一般的には，自噴井の湧水から，分離されてわずかにみとめら

れる程度であるの

ただ，大野町市の渡の青山作太郎宅では，ガス量が， 20m3jD 前後あって，家庭燃

料として利用されているの

現在わかっているガ、ス徴候地は，函館本線の「おしまおおの駅」の北側の一群と，

南の開発，萩野地区の一群である。

前者の地域では，井戸のストレーナー深度が 60m-80m 前後であり，後者の地域

では，開発の 1 本のぞいては， 85m .......， 120m 前後である o 商館平野内に埋積する堆積

層については， JJ Ij稿の「函館地域水理地質凶幅」で詳しく報告されているが，その結

果からみると，両地域とも，ストレーナー深度付近の地層は，第四紀占洪積世の文月

層に相当するものであろうと判断される。

天然カ、ス鉱床としての調査は，現段階までではおこなっていないので，鉱床として

の価値については，明らかでないの

ガスおよび付随水の分析結果は，つぎのようである。

このガス分析値からみると，この地域の可燃性ガスは，いわゆる第四紀水溶性形態

のものであることは，明らかである。

第 5 表 天然ガス附随水質分析表

所在地 l 所有ず l深度[水温 I pH CI IHco31~~ee ir~tall S04
III ~H .-f1 (m)I(OC)IPHI~. iH~'-'~I CO2 IFe I!

大野町市の渡!青山作太郎!叫 126! 66! 102140841m.o! 7 叫 oj

|司 稲里|小原金太郎 91\ 11.51 6.51 13.0:181.01112.219.831 0¥

同 千代田|宮 JII -郎 l 判 14.3: 7.1113.5188.01 4.81 0.69
1

01

同 東前!萩野小学校(山肌 2176J99J15841 3.3
i

0 閃 oi

所在地!所有者 Si02 Ca IMgIKM 刈 NH4 INa K!
大野町市の渡 1 青山作太郎 -I 31.51 18.9: 34.0

1 3 同 930: 122i

同 稲里 1 小原金太郎| -1218 175 400j Im 18.6i 63i

同 千代田 J 宮川 .f(~ I 56.1! 9.1/ 5.71 16.8. 0.23 14.9 5.7)

同 東前!萩野小学校[叫 1129.2i お 61 1.25 幻 132l
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第 8表ガス分析表

:ttf1，~\叩デ CH4 ICmHnICO2IO2|N21
青山作太郎 I 84.76I I7.151 0 ぉ I 7.83!

(分析者:斎藤尚志)

IX.6 石材

この凶幅地域内には，石材として利用できる火成岩類が，かなり多く分布している。

しかし分布地域が，地理的に好条件をそなえているものが少ないために，稼行対象

にできるものはわずかであるの現在採石されているのは，鴨川安山岩と駒ヶ岳火 I Ijr噴

出物の一部である。

鳴川地域では，鴨川の中流付近で，この地域に広く分布する安山者を採石している。

この安山岩は，七飯石として有名であって， すでに， 明治 18 年頃から採石されてき

ている。

第 6 図 鳴川安山宕地域の採石場

H白緑灰色のち密，硬質の岩石であって，柱状および板状の節理が発達している。岩

体は，峠下火山砕屑岩類を貫ぬく岩床と考えられ，地質以 lでみられるように，かなり

の大きさの広がりをもっているの
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この岩石は，土木・建築用骨材として，ひじように良質である。岩体の分布する地

域は，交通の便がひじようによいので，今後の開発が大いに期待できる o

大沼公園内の池田園付近では，駒ヶ岳火山噴出物の火山砕属、流を構成する安山岩を

採石している。

これは，大沼石とよばれて，おもに，道路用敷石として利用されているほか，石垣

の石としても利用されているの

これらのほかに，大野川上流の右二股沢下流から，その対岸にかけて発達する天狗

岳安山岩は，鳴川安山岩と同質の道入状岩体である。

乙の岩体は，地理的にも，国道 227 号線を間にはさんで分布しており，また，道路

ないし流路面からの比高が，道路に近い地域でもかなりあることから，砕石をおこな

うための条件は，かなりととのっている。今後の開発利用が期待されるのまた，石灰

石は，現在，セメント用原料や炭カル用原料として開発されているが，石材としても

かなり良好な材料であって，今後の利用が待たれるものである。

IX.7 温泉および高温地下水

凶幅内では，大沼や小沼の周辺地域から峠下付近にかけて，温泉ないし高温地下水

の湧水が知られており，一部は，温泉として開発利用されている。

大沼公園湖畔地域では， 小沼の北側湖畔で， 400m のボーリングがおこなわれ，

42°C の温泉の湧 H:1を得て，山水ホテルで利用されている。大沼の南西湖畔のレーク・

サイド裏では， 470m のボーリングがおこなわれ，坑底温度が 41°C に達したが，現

在は， 24.5°C の高温地下水が湧出していて，紫水荘，ヘルスセンターなどで利用して

いる。また，大沼駅前においても，ボーリングが実施されたが，乙れは， 28.7°C の温

泉の湧出があり，現在 32 tid の湧水量がある o

大沼公園地域内のこれらの井戸は，いずれも駒ヶ岳火山噴出物を貫ぬいて下位の新

第三紀の峠下火山砕層岩類に達して湧水をみているものであって，乙の地域に，何ら

かの形態での温泉脈の存在することが推察される。ただ現段階では，この地域が，駒

ヶ岳火山噴出物で厚くおおわれていて， しかも，地表下 20m 内外までは， 湖水から

の浸透水があるために，地担測定による探査では，温泉徴候もみつける乙とはできな

し、。

このほか，峠下地域に，高温地下水の湧出泉が知られている口すなわち，熊の湯

15°C ，峠下東部の天然湧泉 -21.6°C などである。
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これらの湧水は，鉱化帯にともなわれいる珪化岩にそって湧出しているものであっ

て，硫黄ないし硫酸恨をふくむ泉質をもっている。

大沼公園地域および峠下地域の湧出泉の水質分析は，つぎのようである。

第 7表水質分析表

所 在 地|所有者 |?mmQJ(Na!K|ca lMglRtallAl

七車町大 dノl 圃 山 水 ホ テ し 酬 421 65ハυ 67i ぺ tr101 3.1

同 l時 下藤田清{乍湧水 21. 11 85.0 18.5152.4119.81 0.29

所 在 地|所有者 I CIIS04II IBr I~吋02 1HC04lHBO2|1 蒸査発(g残)

七匝町大出公園 水 ホ テ レ 33.01 14.410υ 刷 υの闘44l1111 dR21お 01OQ 以 fl0り 727

同 日時 下藤田清作 44.91 272.01 -I ~I 11.0156.11 -I0.586

IX.8 地下水

函館平野には，多くの自噴井がある。とれらの井戸の深度は，一般に，七飯から大

野市街をむすぶ線の南側では，平野の周辺部で浅く，中央部で深くなっており，また，

線の北側の地域では，深くなっている。そして，浅い井戸は 30m 前後， 深い井戸は

80.......,100m 前後のものが多い。

浅層の地下水は，下部沖積世~上部洪積世の粗粒岩相，すなわち，埋積されている

扇状地や氾濫原堆積層が，滞水層になって含水されていると考えられる。

との地トa水の圧力水頭は，西部地域よりも東部地域の方がいちじるしくまさってい

る。これは，大野川開口部から文月にかけての扇状地の扇頂の最高位地点が，標高

50.......60m であるのに対して， 七飯および藤城などの扇状地では， 160m 前後に達し

ていて，両地域の地形勾配が，極端にちがっているために，この扇状地の前面での浅

層の地下水に反映されているのであろう。

深層の地下水は，おもに，古期洪積世の文月層の一部岩相が滞水層になっているも

のと考えられる。この深度からの湧水中には，おうおうメタンガスが附随している。

水量の面からみると，深層よりも浅層の方が水量は優勢であり，とくに，東部地域

には，湧出量の多い自噴井が諸所にみられる。

水混は，全般的に高水温であり，とくに，南東部地域は，全地域の平均増温率を上

まわっている。

水質は，全般的に，浅層の地下水が良好であって，一方，深層地下水は，ガス附随
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水的な性質をしめしている。なお，との地域の地下水に関しては，別稿の「函館地域
8)

の水理地質凶幅」で，詳しくのべられているの
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN
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(Sapporo-80)
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KatsuhideMatsushitaandMoriakiKδnoya

(GeologicalsurveyofHokkaid6)

Resume

Theareaofthissheepmapsituatedinthesouth-western

districtofHokkaid6, extendingbetween41ー50',..."., 42°00' N.lat., and

140°30' ,...".,140ー45'E.long.

Geology

Theareaofthissheetmap, geologically, iscomposedofthe

pre-Tertiary, theNeogeneandtheQuaternaryformationsaswell

asofsomeigneousrocks.

,. Pre-TertiaryFormation

Sediments of the pre-Tertiary age are developed in the

southwesternpartofthemaparea, andareexposedinthecore

ofthedome-shapedanticlinerunningfromNNWtoSSE. Another

distributionisfoundinthesouth-wesrern extremity, andshows

anarrowstripextendingfromnorthtosouth.

Thesesedimentsare grouped, lithologically, intoamain-part

faciesandalimestonefacies. Themain-partfaciesiscomposed
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ofblackslate, hardsandstone, siliceousrockandschalstein.

A fossilprobablyofMesophyllumsp. wasdiscoveredin1960

fromalimestonebedofthisformationnearGaromine. The

ageofthisformationissupposednowtobethelateJurassic.

2.NeogeneFormations

2-a) Hekirijigawaformation

ThisisthelowermostformationoftheNeogeneseriesin

thisarea. Itiscomposedofconglomerateandcoarsetomediumｭ

gtainedtu 妊aceous sandstones, whileafewbedsofsandymudstone

and tu 伍te areintercalated. Amongthesandstonesthereare

characteristicdeepgreenvarietiescontainingcrystalfragments

ofchloriteabundantly. FragmentalfossilsofPelecypodincluding

Ostreasp. arefoundrarely. Thethicknessofthisformation

variesfrom20m to250m.

2-b) Todagawaformation

Thisformationisdevelopedextensivelyaroundthecoreof

thepre-Tertiaryrocks. Itconsistsofalternationofhardshale

andmudstone, andhassomeintercalationsoftu 任aceous sandstone

andtuffite. FossilsofMakiyamachitanii(Makiyama)arecontained

characteristicallyinthisformation. Thethicknessattainsmore

than500m.

2-c) Mohejigawaformation

Thisformationisdevelopedonbotheastandwestlimbsof

thedome-shapedanticlineandliesconformablyupontheTodagawa

formarion, thusoccupyingtheouterareasthantheformer. The

constituentrocksaremudstone, coarsetofine-grainedsandstones,

tuffiteandtuιbreccia.

Threebedswithcharacteristicrockfaciesatefoundvery

usefulaskeybedsinthisformation. Theoneatthelowermost

partistheHosokomatazawasandstonememberwhichiscomposed

ofdarkgreen, tu任aceous sandstone. ThesecondistheNashiｭ

nokizawatu 伍te member, whichisathickseriesofbedsconsisting

ofpumice-bearingcoarse-grained tu 伍te andfine-grainedtuffite.
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Thethirdisthe pyroclasticrock member of tuιbreccia and

volcanicconglomerate. Amongthemtheformertwocanbe

tracedthroughoutthewholearea.

TheMohejigawaformationexhibitsaremarkable di 百erence

inrockfaciesbetweenthetwolimbsofthedome-shapedanticline.

Itisrepresented, onthewesternlimb, byathickseriesmainlyof

muddyrocks, whileitiscomposed, ontheeasternlimb, mainlyof

coarsetomedium-grainedtuffaceoussandstone. Thethickness

ofthisformationrangesfrom300m.

2-d) T6geshitapyroclasticrocks

Thesepyroclasticrocksaredevelopedextensivelyinthenorｭ

thernandeasternpartscoveringnearlyhalfofthemaparea.

Thepyroclastics, beingcomposedoftu 任aceous agglomerate, aggｭ

lomeraticlava, lavasandbrecciatuff, overliestheFutamatazawa

propyliteunconformably. Therocksarerepresentedbyaugiteｭ

hyperstheneandesite. Theyaresu 旺ered locallyfrommineralizaｭ

tion, andsuchalterationsassilicification, clay-mineralizationand

limonitizationareobserved.

2-e) Tomikawafomation

Thisformationisdevelopedontheeasternlimbofthedomeｭ

shapedanticline, andliesunconformablyontheprecedingformaｭ

tions. Itiscomposedmainlyof conglomerate, pebble-bearing

sandstoneandcoarsetomedium-grainedsandstones. Marine

molluscanfossilsarefoundinthisformation.

3.QuaternaryFormations

3-a) Fumitsukiformation

TheFumitsukiformation, formingthelowhills, isdeveloped

inthewesternpartoftheHakodatePlain, andisalsofoundalong

theriversandvalleysfrom120to140m highadovethesea.

Itisfluvial depositsofgravelandsand-gravelbeds with

intercalationsofsand, clayandlignite.

ThisformationisconsideredtobeofolderDiluvialageon

thebasisofitsdistributionandthedegreeofdissectionitsu 旺ered.
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Terrestrialdepositscomparabletothisformationarediscovered

intheneighbour-hood. Fossilsofinsectsarefoundfromthelignite

bedinthesedepositstogetherwithsomefossilsofMenyanthes.

Thesamekindofterrestrialdepositsyieldingthesamefossils

areknownalsofromseveralotherlocalitiesinHokkaido. The

resultsofpollenanalysesonthesedepositssuggestaverycold

climaticconditionofthattime.

Thesefossildataaswellasthecharacteristcsoftheirdistriｭ

butionsuggestthattheywereaccumulatedduringtheagefrom

DonautoGlinzglacialages. Thethicknessmayprobablyexceed

150m.

3-b) Ichinowatarigravelbed

ThisformationisdevelopedinthewesternpartoftheHakodata

Plain, lyingunconformablyontheFumitsukiformationorthe

variousformations ofthepre-Quaternary. Itiscomposedof

gravelwithmuchamountofcolossalboulders, andisfoundbetween

60-80mand200 ー250 m heightsabovesealevel. Sandandclay

areintercalatedoccasionally. Thisformationisalsoconsidered

tobeterrestrial deposits of the older Diluvial age, like the

Fumitsukiformation.

3-c) OtherQuaternaryformations

ThereareseveralotherQuaternary formationsinthisarea.

TheyaretheKomagatakevolcanic ejecta, terrace deposits, fan

deposits, talusdepositsandalluvialdeposits.

4.IgneousRocks

Theigneousrocksofthisareaarerepresentedbysucheffusive

massesastheFutamatazawa propylite, theLowerYokotsudake

lavaandtheKijibikiyamalava, andalsobysuchintrusivebodies

astheTertiarygraniticrocks, liparites, theNarukawa andesite,
theTengudakeandesiteanddolerite.

TheFutamatazawa propylite, lying onthe above-described

TodagawaformationandbeingcoveredbytheT6geshitapyroclastics,
iscomposedofdeciticlavaandagglomeraticlava. Adarkgreen
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glassyfaciesisfoundlocallyinthiseffusivemass.

TheLowerYokotsudakeandtheKijibikiyamalavasarecomｭ

posedofsucharocktypeasaugite-hyperstheneandesite.Therocks

arehard ，自 ne andcompact,andplatyjointsaredevelopedremarkably

insomeparts.

Theageoftheeruptionsoftheselavasisconsideredtorange

fromthelatePliocenetotheearliestQuaternary.

TheTertiarygraniticrocksoccurasafairlylargeintrusive

masscuttingthroughthepre-TertiaryandtheTodagawaformatiｭ

ons. Themassiscomposedmainlyofcoarse-graineddioritic

facies , butagraniticfaciesandaquartz-bearingdoleriticfacies

arealsofoundinsomeparts.

Ec@nomicGeology

乱1ineral resourcesofthisareaarecopper-lead-zincblendeore

deposits, dolomitedeposits, sulfurandironsulfideore deposits ,

limestonedeposits , naturalgas, stonematerialsandhotsprings.

The copper-lead-zincblende oredeposits aregerminated in

theclayzoneinthepre-Tertiaryformationcaused byshearing.

TheoredepositswereexploitedonceinOnomine.

The dolomitedeposits arefound in the pre-Tertiary, the

HekirijiandtheTodagawaformations.

Thesulfurandironsulfideoredepositsoccurasimpregnation

depositsintheshearedzone, extendinginN10ー-20ー W directions,

developedintheT6geshitapyroclasticrocks. Thedepositsmight

beformedinrelationtothelateTertiaryvolcanism.

Thelimestoneisafaciesofthepre-Tertiaryformation. The

massis6kmlongand4km wide, andshowsanNNW-SSE

elongation. Thelimestoneisnowbeingquarriedasmaterialfor

portlandcementaswellasforcalsiumcarbonatemedicine.

Thesourcesofthenaturalgasaretheligniteorthemud

containingorganicmatterintheFumitsukiformationwhichis

burriedbelowthealluvialdepositsoftheHakodatePlain. The
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gasiscontainedinformofsolutioninthewaterlayerabove.

Thegasfieldislimitedinextent, andissmallinamount.

Parts oftheNarukawa andesiteandof the Komagatake

volcanicejectaarequarriedforstonematerial. Rocksofthe

Tengudakeandesiteandofthelimestonearegoodinqualityas

resourcesforbuildingstone.

Hotspringsareexploredattwoorthreepointswithinthe

areaofthe Onumakδen sheet, andarefrom28.7ーCto42ーC.

Thesehotspringswelloutofthe Tδgeshita pyroclasticrocks

whichthebottomofthedrillingreaches.
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